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1 はじめに 

トラス弦材に代表される軸方向力が卓越する部材に大きな軸力が加えられた場合，耐力を抑えながら変形能

を向上させるといった性能が求められることがある 1)．図-1 に鋼製短柱に圧縮荷重がかかったときの軸力 N

と軸方向変位 δ の関係の概念図を示す．補剛板と補剛材に同じ鋼種を用いた一般的な鋼製短柱（以下，「普通

鋼製短柱」という）では断面形状の変更等により変形能を向上させた場合，多くの場合で耐力も増加して A

から B のような N-δ関係に変化してしまい，C のような軸力の増大を抑えながら軸方向変位を大きく増大させ

るというN-δ関係を得ることは難しい．そこで本稿では縦補剛材にSBHS700

を用いたハイブリット鋼製短柱の導入による図-1の C の N-δ関係の実現の

可能性を検討するため，ハイブリッド鋼製短柱および普通鋼製短柱の軸圧

縮試験を行った．  

2 軸圧縮試験 

2.1 概要 

軸圧縮試験は大阪大学が保有する 5000kN の圧縮試験機を用いて行った．  

2.2 供試体 

本稿で用いた供試体は，縦補剛材の付いて

いない無補剛鋼製短柱 UR，UR と等しいウ

ェブ・フランジを有し 2 種類の鋼種の異なる

縦補剛材を用いて補剛した普通鋼製短柱

rib_SS およびハイブリッド鋼製短柱 rib_BHS

の合計 3 体である．各供試体の寸法を図-2

に示す．すべての供試体においてウェブ・フ

ランジには SS400 を用いた．縦補剛材の鋼種

として rib_SS では SS400 を，rib_BHS では

SBHS700 をそれぞれ用いた．rib_SS において

RF，RR，RS が，rib_BHS において RF，RR が

それぞれ道路橋示方書・同解説Ⅱ鋼橋編 2)に

示される限界幅厚比パラメ―タの値を下回

るように寸法を決定している．ここで RF は

補剛板，RRは板パネル，RSは補剛材

としてそれぞれの幅厚比

パラメ―タを示している． 
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鋼種 σ y（MPa） 鋼種 σ y（MPa）

UR SS400 235 - - 0.95 - -

rib_SS SS400 235 SS400 235 0.42 0.48 0.44

rib_BHS SS400 235 SBHS700 750 0.42 0.47 0.78

R S
ウェブ，フランジ リブ

供試体 R F R R

a) 無補剛供試体(UR)     b) 補剛供試体(rib_SS, rib_BHS)  

 

表-1 供試体に用いた鋼種および幅厚比パラメータ 

図-2 補剛供試体寸法 

図-1 荷重-変位の概念図 
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b) rib_BHS 
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a) rib_SS   
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ここで，縦補剛材の鋼種，それぞれの幅厚比パラメ―タ

を表-1に示す．rib_BHS の縦補剛材の幅厚比パラメ―タ RS

の算出に用いた降伏応力は SBHS700 の値を，その他全ての

幅厚比パラメ―タ RF，RR，RS の算出に用いた降伏応力は

SS400 の値を使用している． 

供試体 rib_SSおよび rib_BHSの図-2に示す の位置の表

裏にひずみゲ―ジを添付している．また，圧縮試験を行っ

ているので圧縮方向を正として計測している． 

図-3 に SS400 と SBHS700 の引張り試験から得られる公

称応力―公称ひずみ曲線を比較したものを示す．SBHS700

は SS400 に比べて降伏応力が大きくなっていることが分か

る． 

3 実験結果 

図-4に各供試体の N-δ関係を示す．この N-δ関係より縦

補剛材のない UR は最大軸力，最大軸力時変位ともに，縦

補剛材付きの供試体である rib_SS，rib_BHS に比べて大幅

に小さいことが分かる．また，rib_SS と rib_BHS を比較す

ると，rib_BHS の方が最大軸力の上昇を抑えながら最大軸

力時変位が大きくなっていることが分かる．そして最大軸

力後は，rib_SS が rib_BHS に比べて急な軸力の減少が生じ

ていることが分かる．  

図-5に rib_SSおよび rib_BHSの各フランジ面の軸力―軸

方向ひずみ関係を示す．図-5 より rib_SS では軸力が約

860kN，rib_BHS では軸力が約 1400kN で，それぞれ表裏の

ゲージの値に差が出ていることから，rib_SS の方が低い軸

力で座屈による面外変位が発生していることが分かる． 

4 まとめ 

 本稿で行った実験で対象とした縦補剛材に SBHS700 を

用いたハイブリッド鋼製短柱は，縦補剛材に普通鋼を用い

た普通鋼製短柱に比べて耐力の上昇を抑えながら変形能の

向上を図ることができることが確認できた． 
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図-3 応力―ひずみ曲線の比較 

図-4 軸力―軸方向変位関係 

図-5 軸力―軸方向ひずみ関係 
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